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出
土
文
字
資
料
か
ら
み
た
払
田
柵
の
機
能

F
unctions of H

otta-no-S
aku

 From
 the V

iew
point of E

xcavated Text M
aterials

M
IIK

A
M

I Yoshitaka 

研
究
ノ
ー
ト

一　

払
田
柵
跡
出
土
第
七
号
漆
紙
文
書
の
内
容

　

本
稿
で
は
、
秋
田
県
大
仙
市
・
美
郷
町
の
払
田
柵
跡
か
ら
二
〇
一
七
年
度
の
第

一
五
一
次
調
査
で
出
土
し
た
第
七
号
漆
紙
文
書
を
手
が
か
り
に
、
出
羽
国
に
お
い
て

払
田
柵
が
果
た
し
た
機
能
や
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
七
号
漆
紙
文
書
の
調
査
に
至
る
経
緯
を
述
べ
て
お
く
。

　

二
〇
一
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
払
田
柵
跡
第
一
五
一
次
調
査
で
出
土
し
た
第
七
号

漆
紙
文
書
は
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
に
漆
紙
文
書
の
展
開
と
釈
読
作
業
を
お

こ
な
い
、
そ
の
と
き
の
所
見
を
「
払
田
柵
跡
第
一
五
一
次
調
査
出
土
の
第
七
号
漆
紙

文
書
」
と
題
し
て
報
告
し
た
（
（
（

。

　

二
〇
一
八
年
度
に
入
っ
て
、
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
に
よ
り
、
漆
紙
文
書
の
断
片

の
接
続
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
断
片
の
接
続
を
一
部
修
正
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

接
続
を
修
正
し
た
結
果
、
前
年
度
の
釈
文
と
は
異
な
る
釈
読
が
可
能
と
な
り
そ
う

な
部
分
が
あ
ら
わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
後
述
す
る
Ａ
面
三
行
目
の
部
分
で
あ
る
。

　

接
続
修
正
後
の
漆
紙
文
書
を
ご
覧
に
な
っ
た
近
畿
大
学
の
鈴
木
拓
也
氏
か
ら
、
Ａ

面
三
行
目
の
冒
頭
は
「
小
勝
城
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
ご
指
摘
を
い
た

だ
い
た
。

　

鈴
木
拓
也
氏
の
ご
教
示
を
も
と
に
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
〇
日
に
、
い
ま
い
ち
ど

七
号
文
書
全
体
に
つ
い
て
再
釈
読
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
を
、「
払

田
柵
跡
第
一
五
一
調
査
出
土
第
七
号
漆
紙
文
書
の
再
釈
読
」
と
題
し
て
報
告
し
た
（
（
（

。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
と
き
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
こ
の
漆
紙
文
書
か
ら
考
え
ら
れ

る
、
払
田
柵
の
性
格
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

第
七
号
文
書
の
釈
文
と
内
容
の
検
討

　

ま
ず
、
第
七
号
漆
紙
文
書
の
釈
文
と
内
容
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
こ
と

に
す
る
（
図
）。
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Ａ
面

 
 

 
 

〔
斛
カ
〕

×
□
捌
佰
□
□
×

 
 

 

〔
斛
カ
〕

・
秋
田
城
兵
粮
貳
拾
漆
□
×

 
 

 
 

〔
去
カ
〕〔
五
カ
〕

・
小
勝
城
料
下
□
□

 
 

〔
収
カ
〕〔
納
カ
〕

□
□
使
大
目
𦊆
本
×

〔
粮
カ
〕

×
田
城
兵
□
×

　
　

×
×

Ｂ
面
（
ウ
ル
シ
付
着
面
）

 
 

〔
従
カ
〕〔
六
カ
〕

□
□
位　
　
　

□

 

〔
公
カ
〕

×
□
□
連

払田柵跡出土第７号漆紙文書（A面）赤外線写真
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本
漆
紙
文
書
は
、
も
と
も
と
漆
が
付
着
し
た
面
を
内
側
に
し
て
、
四
つ
に
折
ら
れ

て
廃
棄
さ
れ
て
い
た
た
め
、
四
つ
折
り
に
な
っ
て
い
た
漆
紙
文
書
を
展
開
し
、
赤
外

線
観
察
に
よ
り
文
字
を
判
読
し
た
。

漆
付
着
面
に
あ
た
る
B
面
は
、
内
容
が
判
然
と
し
な
い
部
分
が
多
く
、
本
稿
で
は

検
討
の
対
象
と
は
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
A
面
に
つ
い
て
の
み
内
容
の
考
察
を
お
こ

な
う
こ
と
と
す
る
。

A
面
に
は
数
量
記
載
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
し
か
も
数
字
は
大
字
で
表
記
さ
れ

て
い
る
。こ
の
文
書
が
、数
量
を
正
確
に
記
載
す
る
公
的
な
帳
簿
と
い
う
性
格
を
も
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
文
字
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
く
ず
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
文
字
の

配
列
や
大
き
さ
が
一
定
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
最
終
的
な

帳
簿
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
段
階
で
の
記
録
で
あ
り
、
最
終
的
な
帳
簿
を
作
成
す
る

際
の
材
料
と
な
っ
た
下
書
き
の
よ
う
な
記
録
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
最
終

的
な
帳
簿
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
際
、
こ
の
記
録
は
不
要
に
な
り
漆
桶
の
蓋
紙
に
転

用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
行
目
の
「
秋
田
城
兵
粮
貳
拾
漆
□
」
と
い
う
記
載

で
あ
る
。
秋
田
城
に
兵
粮
米
を
支
給
し
た
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
秋
田

城
は
、
秋
田
県
秋
田
市
に
所
在
す
る
古
代
城
柵
で
あ
り
、
奈
良
時
代
の
天
平
五
年

（
七
三
三
）
に
出
羽
柵
が
庄
内
地
方
か
ら
秋
田
村
高
清
水
岡
に
移
転
し
た
際
に
創
建

さ
れ
、
そ
の
後
天
平
宝
字
年
間
に
秋
田
城
に
改
称
さ
れ
た
。
八
世
紀
前
半
か
ら
一
〇

世
紀
に
か
け
て
、
出
羽
国
北
部
の
軍
事
・
行
政
の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

た
。三

行
目
は
鈴
木
拓
也
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
、
釈
文
を
「
小
勝
城
」
と
改
め
た
。「
小

勝
城
料
下
す
…
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
小
勝
城
」
の
「
勝
」
の
字
は
、
旁つ
く
りの

部
分
が
「
尓
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
平
城
宮
木
簡
に
も
類
例
が
あ
る
。

「
小
勝
城
」
の
行
の
下
半
部
の
釈
読
は
判
然
と
し
な
い
が
、「
秋
田
城
」
の
行
と
同

様
に
、
米
の
支
出
に
関
す
る
記
録
が
書
か
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

「
小
勝
城
」
は
、
文
献
史
料
で
は
「
雄
勝
城
」
と
み
え
、
出
羽
国
に
お
け
る
秋
田

城
に
次
ぐ
城
柵
で
あ
る
。
藤
原
朝
獦
が
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
に
築
造
し
た
と

さ
れ
る
が
、
払
田
柵
跡
は
、
九
世
紀
に
移
転
さ
れ
た
第
二
次
雄
勝
城
だ
と
す
る
説
が

あ
る
。

四
行
目
に
「
大
目
」
と
あ
る
。「
大
目
」
は
国
司
の
第
四
等
官
を
意
味
す
る
官
職

名
で
あ
る
。
そ
の
下
の
「
𦊆
本
」（
𦊆
は
岡
の
異
体
字
）
は
人
名
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
「
□
□
使
大
目
𦊆
本
×
」
は
、「
○
○
使
で
あ
る
国
司
の
大
目
（
第
四
等

官
）
の
𦊆
本
…
」
と
読
め
、
署
名
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
行
目
は
、
二
行
目
と
同
じ
「
秋
田
城
兵
粮
…
」
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま

り
秋
田
城
兵
粮
の
支
出
記
録
が
、
く
り
返
し
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
こ
の
文
書
は
、
秋
田
城
兵
粮
や
、
小
勝
城
料
な
ど
の
米
の
支
出
を
そ
の
つ
ど

（
た
と
え
ば
日
ご
と
に
）
記
録
し
て
い
っ
た
帳
簿
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
米
が
支

出
さ
れ
る
ご
と
に
そ
の
費
目
と
数
量
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
つ
ど
、
大
目
が
確
認
し
て
、

署
名
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

全
体
と
し
て
は
兵
粮
米
な
ど
の
米
の
支
出
に
関
わ
る
記
録
で
あ
り
、
そ
の
記
録
の

仕
方
は
、
支
出
の
た
び
に
そ
の
内
訳
を
記
録
し
、
担
当
で
あ
る
国
司
の
大
目
が
そ
の

た
び
ご
と
に
署
名
を
す
る
、
と
い
う
記
載
様
式
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
こ

う
し
た
、
出
納
の
た
び
に
担
当
者
が
署
名
を
す
る
と
い
う
記
載
様
式
の
文
書
は
、
東

大
寺
の
正
倉
院
文
書
（
た
と
え
ば
神
護
景
雲
四
年
〈
七
七
〇
〉
の
奉
写
一
切
経
銭
納

帳
な
ど
）
や
、
秋
田
城
出
土
の
漆
紙
文
書
に
も
み
ら
れ
（
（
（

、
日
々
の
出
納
記
録
を
書
き

連
ね
て
い
く
一
次
的
な
記
録
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
の
構
成
を
復
元
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
七
号
文
書
の
記
載
構
成
の
推
定
復
元
〕

（
一
行
目
）  

×
□
捌
佰
□
□
× 

 
 

（
総
量
記
載
？
）

（
二
行
目
）・
秋
田
城
兵
粮
貳
拾
漆
□
× 

（
某
日
に
お
け
る
秋
田
城
へ
の
兵
糧
米
支

出
料
？
）
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す
な
わ
ち
こ
の
と
き
に
初
め
て
出
羽
国
に
大
目
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
こ
の
帳
簿
が
書
か
れ
た
年
代
は
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
以
降
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

三　

払
田
柵
と
国
府
機
能

第
七
号
漆
紙
文
書
の
記
載
内
容
は
、
払
田
柵
跡
の
性
格
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
示

唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
点
ほ
ど
論
点
を
あ
げ
て
み
た
い
。

ま
ず
一
点
目
と
し
て
、
こ
の
文
書
が
国
司
が
主
体
と
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。
筆
者
自
身
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
払
田
柵
跡

が
、
文
献
史
料
に
登
場
す
る
雄
勝
城
に
あ
た
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
の
文
書
に
関
し
て
い
え
ば
、
も
し
雄
勝
城
が
主
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
文
書
と
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
は
わ
ざ
わ
ざ
「
小
勝
城
」
と
は
書
か
ず
、「
本
城
」
な

ど
と
書
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
秋
田
城
」
と
「
小
勝
城
」
が
と
も
に
客
体
化

し
て
書
か
れ
て
い
る
点
や
、
国
司
の
大
目
の
名
前
が
み
ら
れ
る
点
は
、
こ
れ
が
国
司

が
主
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
文
書
が
、
出
羽
国
府
で
作
成
さ
れ
、
用
済
み
に
な
っ
た
あ
と
に
、
払
田
柵

（
小
勝
城
）
に
も
た
ら
さ
れ
、
漆
の
蓋
紙
と
し
て
使
わ
れ
た
と
す
る
可
能
性
も
な
く

は
な
い
。
た
だ
、
払
田
柵
跡
の
中
で
、
日
常
的
に
文
書
行
政
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
国
府
で
反
故
と
な
っ
た
公
文
書
を
払
田
柵
に
運
ぶ
と

い
う
の
は
想
定
し
が
た
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

筆
者
は
こ
の
文
書
が
、
払
田
柵
（
雄
勝
城
）
に
恒
常
的
に
駐
在
す
る
国
司
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
一
府
二
城
」
体
制
の
問
題
と
も
関
わ
る
が
、
出
羽
国
で
は
、
国
府
に
国
府
官
人
が
集

中
し
て
業
務
に
あ
た
る
体
制
で
は
な
く
、
九
世
紀
段
階
に
は
秋
田
城
や
払
田
柵
（
小
勝

城
）
に
国
司
が
常
駐
し
、
分
担
統
治
す
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
（
（

、
こ
こ
で
は
と
く
に
、
払

田
柵
跡
か
ら
出
土
し
た
次
の
漆
紙
文
書
に
注
目
し
た
い
。

（
三
行
目
）・
小
勝
城
料
下
□
□ 

 
 

（
同
日
に
お
け
る
小
勝
城
に
下
す
米
の
料
？
）

（
四
行
目
）　

□
□
使
大
目
𦊆
本
×　
　
（
国
司
の
大
目
〈
第
四
等
官
〉
に
よ
る
確

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

認
な
ら
び
に
署
名
？
）

（
五
行
目
）　

×
田
城
兵
□
×　
　
　
　
（
某
日
に
お
け
る
秋
田
城
へ
の
兵
糧
米
支

出
料
）

次
に
第
七
号
漆
紙
文
書
の
年
代
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
文
書
に
は
年
紀
が
み
え

ず
、
作
成
さ
れ
た
年
代
が
不
明
で
あ
る
が
、
年
代
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
四
行

目
の
「
大
目
」
と
い
う
国
司
の
官
職
名
で
あ
る
。

律
令
の
規
定
で
は
、
国
に
は
「
大
国
」「
上
国
」「
中
国
」「
小
国
」
の
四
つ
の
等

級
が
あ
り
、
出
羽
国
は
「
上
国
」
と
さ
れ
て
い
た
。
大
目
は
、
大
国
に
の
み
存
在
す

る
官
職
名
で
あ
り
、
上
国
に
は
目
の
み
で
、
大
目
は
存
在
し
な
い
。

　

だ
が
、『
類
聚
三
代
格
』
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
閏
十
二
月
二
十
六
日
太
政
官
奏

に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
、
出
羽
国
に
大
目
・
少
目
を
置
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

太
政
官
謹
奏

　

増
二―
加
出
羽
国
官
員
一
事

大
少
目
各
一
員
〈
元
員
一
人
、
今
加
二
一
人
一
〉

史
生
四
員
〈
元
員
三
人
、
今
加
二
一
人
一
〉

右
彼
国
守
従
五
位
上
勲
六
等
少
野
朝
臣
宗
成
等
解
偁
、「
此
国
頃
年
戸
口
増

益
倉
庫
充
実
。
稽
二
于
遂
初
一
寔
為
二
殷
繁
一8

又
雄
勝
・
秋
田
等
城
及
国
府

戎
卒
未
レ
息
。
関
門
猶
閉
、
配
二
此
数
処
一
国
司
少
レ
員
。
方
今
雖
二
干
戈
不

レ
動
辺
城
静
謐
一、

而
豺
狼
野
心
不
レ
可
レ
不
レ
慎
。
望
請
、
准
二
人
数
一
増
二―
加

官
員
一
」
者
。（
中
略
）臣
等
商
量
所
レ
定
如
レ
右
。
伏
聴
二
天
裁
一8

謹
以
申
聞
。

謹
奏
。

　

天
長
七
年
閏
十
二
月
廿
六
日

聞
。
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・
Ａ
面
（
オ
モ
テ
面
）

宮
城
郷
口
壱
拾
陸
人　

請
稲
□
□
貳 

　
　

 
 

 
 

 
 

 

〔
丸
カ
〕

一
保
長
□
子
部
圓
勝
保
口
壱
拾
陸
人　

請
稲
□
×

□
戸
主
壬
生
部
益
成
戸
口
弐
人　

請
稲
□
×

□
戸
主
□
部
子
□
×

・
Ｂ
面
（
漆
付
着
面
）

□
□
□
□

〔
下
カ
〕

□
給
陸
拾
伍
斛

□
斛

　
　

○
秋
田
県
大
仙
市
払
田
柵
跡
出
土
第
六
号
漆
紙
文
書（
5
）

す
で
に
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
（
（
（

、
こ
の
漆
紙
文
書
の
年
代
は
、
出
土
し
た
竪
穴

建
物
跡
が
九
一
五
年
降
灰
の
火
山
灰
の
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
世
紀
前
葉
に
は

廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
漆
紙
文
書
の
年
代
も
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ

る
。一

次
利
用
面
は
、「
宮
城
郷
」
の
「
口
」（
構
成
員
）
の
、
稲
の
請
求
額
を
記
録
し

た
帳
簿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
帳
簿
の
記
載
様
式
と
し
て
、
保
や
戸
の
内
訳
記
載

が
認
め
ら
れ
、
郷
―
保
―
戸
と
い
っ
た
把
握
が
九
世
紀
段
階
の
出
羽
国
で
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
冒
頭
に
み
え
る
「
宮
城
郷
」
の
記
載
で
あ

る
。『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば
、
出
羽
国
内
で
「
宮
城
郷
」
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、

出
羽
南
部
の
置
賜
郡
の
み
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
「
宮
城
郷
」
は
、

置
賜
郡
内
の
郷
名
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
文
書
の
内
容
は
、
お
そ
ら
く
は

宮
城
郷
内
の
戸
の
構
成
員
に
対
す
る
稲
の
支
給
、
あ
る
い
は
出
挙
に
関
わ
る
帳
簿
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
な
ぜ
こ
の
帳
簿
が
、
払
田
柵
で
廃
棄
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な

る
。こ

こ
で
は
、「
一
府
二
城
」
体
制
の
下
で
、
出
羽
南
半
の
地
域
の
行
政
上
の
拠
点

が
、
払
田
柵
、
す
な
わ
ち
「
雄
勝
城
」
に
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

同
じ
く
払
田
柵
か
ら
出
土
し
た
郡
名
を
記
し
た
文
字
資
料
を
見
て
み
る
と
、「
官　

小
勝
」「
小
勝
借
」（
墨
書
土
器
）
や
、「
最
上
」「
山
本
」（
角
材
刻
書
）
と
い
っ

た
郡
名
が
み
え
、
い
ず
れ
も
、
出
羽
内
陸
南
半
部
の
郡
名
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
（
（

。

払
田
柵
は
出
羽
内
陸
南
半
部
の
各
郡
を
束
ね
る
行
政
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

古
代
史
の
一
般
的
な
常
識
で
は
、「
国
府
・
国
庁
」
と
「
国
司
官
人
」
と
い
う
の

は
、
一
対
一
の
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
内
に
お
け
る
国
府
・
国
庁
の
存
在
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
出
羽
国
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
そ
う
ば

か
り
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
払
田
柵
（
雄
勝

城
）
は
、
国
府
の
機
能
の
一
部
を
代
行
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
、
と
い
う
と
ら
え
方

も
可
能
で
あ
る
。

四　

払
田
柵
に
お
け
る
米
の
集
積
と
分
配

こ
の
漆
紙
文
書
で
も
う
一
点
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文
書
の
内
容
が
米
の
支
出
に
関

わ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
払
田
柵
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
木
簡
や
漆
紙

文
書
に
は
、
米
（
稲
）
の
請
求
や
支
出
に
か
か
わ
る
内
容
の
も
の
が
、
相
当
数
み
ら
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れ
る
。
先
に
あ
げ
た
、
第
六
号
漆
紙
文
書
は
、（
置
賜
郡
）
宮
城
郷
の
人
々
が
、
米

を
申
請
し
た
文
書
で
あ
る
し
、
木
簡
の
な
か
に
も
、
日
常
的
に
米
を
請
求
し
た
り
支

給
し
て
い
た
り
し
た
こ
と
を
示
す
記
録
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
実
例
を

あ
げ
て
み
る
（
（
（

。

①
払
田
柵
跡
出
土
一
号
木
簡

□
件
糒
請
取　

閏
四
月
廿
六
日　

寺
書
生
仙
□
氏
監
」

（
二
二
三
）
×
二
四
×
五　

〇
一
九
型
式

②
払
田
柵
跡
出
土
三
号
木
簡

・
十
火
大
粮
二
石
八
斗
八
升
」

・
□
二
斗
八
升
二
合　
　

□
」

（
一
五
三
）
×
二
三
×
五　

〇
一
九
型
式

③
払
田
柵
跡
出
土
四
・
五
号
木
簡

  

〔
充
カ
〕

・「
嘉
祥
二
年
正
月
十
日
下
稲
日
紀
□
年
料
」

 〔
合
カ
〕　　
　

 

　

    〔
束
カ
〕　　
　
　
　
　
　
　

	     〔
二
カ
〕

・「
□
三
千
八
百
卅
四
□　
　
　
　
『
勘
了
正
月
十
□
』」

二
三
七
×
二
二
×
五　

〇
一
一
型
式

④
払
田
柵
跡
出
土
一
七
号
木
簡

解　

申
請
借
稲

（
一
一
二
）
×
二
二
×
四　

〇
八
一
型
式

⑤
払
田
柵
跡
出
土
三
三
号
木
簡

　

 

〔
針
〕  

〔
公
〕

「
小
□
部
□
調
米
五
斗

（
一
三
〇
）×
三
〇
×
五　

〇
一
九
型
式

⑥
払
田
柵
跡
出
土
三
五
号
木
簡

〔
升
ヵ
〕

・「
貢
上　

税
壱

五
□
」

・「　
　

以
四
月
十
七
日
付
穴
太
部
宗
足
」

別
当
子
弟
大
伴
寧
人　
　

  

」一
五
九
×
四
六
×
四　

〇
一
一
型
式

⑦
払
田
柵
跡
出
土
三
六
号
木
簡

「
◦
以
三
月
三
日
下
給
物
事

「
◦　
　
　
『　
　

五
月
片

弟
長
米
七
日
□
』

（
一
二
四
）×
四
四
×
七　

〇
六
一
型
式

⑧
払
田
柵
跡
出
土
三
八
号
木
簡

・
一
升　

安
古
丸
一
升　
「　

真
福
一
升

　

 

　

」

 

〔
勲
ヵ
〕  

〔
子
弟
ヵ
〕

・
□
九
等
□
□　
　
　
　

安
須
良
麻
呂　
　

」

（
二
四
七
）×（
二
七
）×
四　

〇
八
一
型
式

①
は
「
糒
」
の
請
け
取
り
に
関
す
る
木
簡
で
あ
る
。

②
は
「
十
火
」
に
「
大
粮
二
石
八
斗
八
升
」
を
支
給
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
木
簡

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
養
老
軍
防
令
６
兵
士
為
火
条
に
よ
れ
ば
、「
凡
兵
士
、
十
人
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為
一
火
」
と
あ
り
、
兵
士
は
一
〇
人
を
一
火
と
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
十
火
」

は
兵
士
一
〇
〇
人
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
裏
面
の
「
二
斗
八
升
二
合
」
は
、「
二
石

八
斗
八
升
」
の
約
一
〇
分
の
一
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
火
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
量
を

記
録
し
た
も
の
か
。

③
は
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
に
稲
三
千
八
百
卅
四
束
を
下
給
し
た
際
の
記
録
と
考

え
ら
れ
る
。
出
挙
の
貸
付
に
関
わ
る
記
録
か
。

④
は
、
稲
を
借
り
る
こ
と
を
申
請
し
た
解
文
木
簡
の
一
部
。
こ
れ
も
出
挙
の
貸
付

に
関
わ
る
も
の
か
。

⑤
は
「
小
針
（
尾
張
か
）
公
」
が
負
担
し
た
調
米
の
荷
札
木
簡
。
調
米
の
荷
札
は
、

秋
田
城
跡
出
土
木
簡
に
も
類
例
が
あ
る
。

⑥
は
税
一
斗
を
進
上
し
た
木
簡
。
こ
の
場
合
の
税
は
出
挙
稲
を
指
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。

⑦
は
米
の
支
給
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
ろ
う
。

⑧
は
各
人
物
に
米
を
一
升
ず
つ
支
給
し
た
際
の
記
録
簡
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
粮
米
の
支
給
や
調
米
の
納
入
、
出
挙
の
支
給
と
返

納
が
、
払
田
柵
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
類
推
で
き
る
。

ま
た
、
次
の
木
簡
も
注
目
さ
れ
る
。

⑨
厨
川
谷
地
遺
跡
出
土
一
号
木
簡

・
□
解　

申
請　
　
　

出
稲
粮
□
穎　
　
　
　

・　
　
　

□
□　

□
□
□ 

卅
伍
□
□
生
□
无
□　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
二
三
）
×
（
二
三
）
×
七　

〇
六
一
型
式

厨
川
谷
地
遺
跡
は
払
田
柵
跡
の
南
東
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
の
距
離
に
位
置
す
る
祭

祀
遺
跡
で
あ
る
（
（
（

。
出
土
す
る
土
器
か
ら
遺
構
群
の
時
期
は
概
ね
九
世
紀
後
半
～
一
〇

世
紀
前
半
代
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期
に
払
田
柵
の
祭
祀

域
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

厨
川
谷
地
遺
跡
か
ら
は
、
大
量
の
墨
書
土
器
の
ほ
か
、
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
が
、

⑨
は
、「
稲
粮
」
の
支
出
を
申
請
し
た
解
文
木
簡
で
あ
り
、
刀
子
の
形
状
に
再
加
工

さ
れ
て
い
る
。
木
簡
の
記
載
様
式
や
内
容
が
、
払
田
柵
で
出
土
し
て
い
る
他
の
解
文

木
簡
（
た
と
え
ば
④
な
ど
）
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
払
田
柵
で
使

用
さ
れ
て
い
た
文
書
木
簡
が
不
要
と
な
り
、
刀
形
の
木
製
祭
祀
具
と
し
て
再
利
用
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
払
田
柵
で
は
、
米
や
稲
の
出
納
に
関
わ
る
木
簡
が
か
な
り
目
立
つ
。

恒
常
的
に
相
当
量
の
米
を
集
積
・
分
配
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
文
献
史
料
に
み
ら
れ
る
雄
勝
城
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
合
致
す
る
だ
ろ

う
。
有
名
な
史
料
だ
が
、『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）
正
月
十
三
日

条
に
、越

後
国
米
一
万
六
百
斛
、
佐
渡
国
塩
一
百
廿
斛
、
毎
レ
年
運
二―
送
出
羽
国
雄
勝

城
一、

為
二
鎮
兵
粮
一8

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
越
後
国
か
ら
年
ご
と
に
出
羽
国
に
送
ら
れ
て
く
る
一
万
八
〇
〇

斛
の
米
が
、
雄
勝
城
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
七
月
十
日
条
の
、
元
慶
の
乱

に
関
わ
る
記
事
も
参
考
に
な
る
。

其
雄
勝
城
承
二
十
道
一
之
大
衝
也
。
国
之
要
害
、
尤
在
二
此
地
一8

仍
遣
二
左
馬
大

允
藤
原
滋
実
・
左
近
衛
将
曹
兼
権
大
目
茨
田
貞
額
等
一、

以
二
雄
勝
・
平
鹿
・
山

本
三
郡
不
動
穀
一、

給
二
郡
内
及
添
河
・
覇
別
・
助
川
三
村
俘
囚
一、

慰
二―
喩
其
心
一、

令
二
相
励
勉
一8

こ
こ
で
は
、
左
馬
大
允
藤
原
滋
実
・
左
近
衛
将
曹
兼
権
大
目
茨
田
貞
額
等
を
雄
勝
城

に
遣
わ
し
て
、
雄
勝
・
平
鹿
・
山
本
三
郡
の
不
動
穀
を
郡
内
お
よ
び
添
河
・
覇
別
・
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求
二
売
買
之
利
一8

従
レ
納
二
税
庫
一
以
来
、
人
衆
無
レ
到
、
売
買
失
レ
術
。
百
姓
逃
散
、

惣
而
由
レ
此
者
、
夫
守
レ
城
在
レ
人
、
聚
レ
人
在
レ
食
。
望
請
、
件
粮
米
特
納
二
城
庫
一
者
。

右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
請
。

貞
観
十
八
年
三
月
十
三
日

こ
れ
に
よ
る
と
、
貞
観
十
二
年
に
、
大
宰
大
貳
・
藤
原
冬
緒
の
起
請
に
よ
り
、
庸

米
や
雑
米
な
ど
は
す
べ
て
大
宰
府
政
庁
周
辺
の
「
税
庫
」
に
納
め
る
こ
と
に
し
、
大

野
城
衛
卒
の
粮
米
も
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
大
野
城
に
配
置
さ
れ
た
衛

卒
四
十
人
は
、
城
の
修
理
や
日
常
の
管
理
に
あ
た
り
、
毎
月
二
四
斛
ず
つ
、「
城
庫
」

か
ら
粮
米
を
支
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
米
を
め
あ
て
に
、
城
の
周
辺
の
百
姓
ら
が
衛
卒

を
相
手
に
商
売
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
大
宰
府
政
庁
周
辺
の
「
税
庫
」
に

移
し
た
た
め
、
大
野
城
の
周
辺
の
百
姓
は
逃
散
し
、
城
の
周
辺
か
ら
は
人
家
が
絶
え

て
し
ま
っ
た
の
で
、
ふ
た
た
び
大
野
城
衛
卒
の
粮
米
を
城
庫
に
納
め
る
こ
と
に
し
た

と
い
う
。

大
野
城
内
に
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
多
く
の
倉
庫
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
赤
司
善
彦
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
Ⅰ
期
が
六
六
五
年
の
大
野
城
築
造
前
後
か

ら
八
世
紀
初
め
、
Ⅱ
期
が
八
世
紀
前
半
か
ら
九
世
紀
前
後
ま
で
。
こ
の
と
き
に
大
規

模
な
倉
庫
群
の
造
営
が
お
こ
な
わ
れ
、
Ⅲ
期
が
九
世
紀
前
半
か
ら
九
世
紀
後
半
で
、

倉
庫
群
の
拡
張
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
と
し
て
い
る
（
（1
（

。

次
に
、
肥
前
国
の
基
肄
城
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
大
宰
府
政
庁
跡
周
辺
官
衙
跡

（
不
丁
地
区
）
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
（1
（

。

為
班
給
筑
前
筑
後
肥
等
国
遣
基
肄
城
稲
穀
随
〈
大
監
正
六
位
上
田
中
朝
□ 

　

〉

二
四
六
×
三
四
×
六　

〇
一
一
形
式

　

こ
こ
に
み
え
る
田
中
朝
臣
に
つ
い
て
は
、『
播
磨
国
郡
稲
帳
』
の
記
載
（
（1
（

「
下
任
大

宰
府
少
監
正
六
位
上
田
中
朝
臣
三
上
」
か
ら
、
天
平
四
年
（
七
三
二
）
に
大
宰
少
監

助
川
三
村
の
俘
囚
に
支
給
し
て
、
そ
の
心
を
慰
喩
す
る
と
あ
る
。
雄
勝
城
を
拠
点
に
、

俘
囚
に
対
す
る
不
動
穀
の
支
給
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
で
あ
る
。

払
田
柵
の
出
土
文
字
資
料
は
、
文
献
史
料
に
み
え
る
雄
勝
城
の
役
割
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー
ジ
と
も
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
払
田
柵
は
、
文
献
史
料

に
み
え
る
雄
勝
城
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。

そ
し
て
そ
の
役
割
を
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
払
田
柵
（
雄
勝
城
）
は
、
出
羽
国

が
蝦
夷
と
対
立
し
た
際
に
後
方
か
ら
支
援
す
る
た
め
の
兵
站
基
地
と
し
て
の
役
割

や
、
非
常
時
に
備
え
て
の
米
の
集
積
・
備
蓄
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五　

西
海
道
の
古
代
山
城
と
の
比
較

払
田
柵
の
こ
う
し
た
機
能
、
す
な
わ
ち
、
米
の
集
積
や
分
配
な
ど
の
拠
点
と
し
て

の
機
能
に
つ
い
て
、
西
海
道
の
古
代
山
城
の
事
例
と
比
較
し
な
が
ら
さ
ら
に
検
討
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

大
宰
府
政
庁
の
背
後
に
あ
る
大
野
城
は
、
軍
事
拠
点
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る

が
、
城
内
に
は
「
城
庫
」
と
よ
ば
れ
る
倉
庫
が
存
在
し
、「
器
仗
」
と
「
粮
米
」
が

納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
文
献
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、「
粮
米
」
と

「
城
庫
」
の
関
係
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
次
の
太
政
官
府
で
あ
る
。

太
政
官
符

応
三
大
野
城
衛
卒
粮
米
依
レ
旧
二
納
城
庫
一
事
〈
条
条
内
〉

右
参
議
権
帥
従
三
位
在
原
朝
臣
行
平
起
請
偁
、
被
二
太
政
官
貞
観
十
二
年
二
月
廿

三
日
符
一
偁
、
参
議
従
四
位
上
行
大
貮
藤
原
朝
臣
冬
緒
起
請
偁
、
除
二
五
使
料
一

之
外
、
庸
米
并
雑
米
総
納
二
税
庫
一、

毎
レ
月
下
行
。
若
非
レ
有
二
判
行
一、

輙
以
下
用
、

監
当
之
官
准
レ
法
科
レ
罪
者
、
官
符
之
旨
固
有
レ
宜
レ
然
。
但
至
二
于
件
城
一、

城
辺

人
居
、
或
屋
舎
頽
毀
、
或
人
跡
断
絶
。
仍
問
二
城
司
等
一、

申
云
、
此
城
衛
卒
卌
人
、

粮
米
毎
月
廿
四
斛
、
元
来
納
二
城
庫
一8

尒
時
城
庫
辺
百
姓
等
、
遂
二
往
還
之
便
一、
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と
し
て
赴
任
し
た
田
中
朝
臣
三
上
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
彼
は
天
平
八
年

（
七
三
六
）
正
月
に
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
昇
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
（1
（

、
天

平
八
年
正
月
よ
り
も
前
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。
天
平
七
年
に
は
、
大
宰
府
管
内
に

お
い
て
疫
病
が
流
行
し
、
賑
給
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
、
天
平

七
年
の
賑
給
に
と
も
な
っ
て
稲
穀
が
班
給
さ
れ
た
際
の
木
簡
で
あ
る
と
松
川
博
一
氏

は
推
定
し
て
い
る
（
（1
（

。
松
川
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
木
簡
は
、
古
代
山
城

に
稲
穀
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
疫
病
へ
の
救
済
策

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
点
で
も
、
興
味
深
い
。

次
に
、
肥
後
国
の
鞠
智
城
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
鞠
智
城
に
つ
い
て
は
、
文
献

史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
が
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
年（
八
五
八
）

閏
二
月
丙
辰
二
十
四
日
条
に
、「
肥
後
国
言
、
菊
池
城
院
兵
庫
鼓
自
鳴
」、
同
天
安
二

年
六
月
己
酉
二
十
日
条
に
「
肥
後
国
菊
池
城
院
兵
庫
鼓
自
鳴
、同
不
動
倉
十
一
宇
火
」

と
あ
り
、
鞠
智
城
内
に
兵
庫
と
不
動
倉
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

実
際
の
発
掘
調
査
で
も
、
鞠
智
城
か
ら
は
倉
庫
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
赤
司
善

彦
氏
は
、
八
世
紀
以
降
、
大
野
城
や
基
肄
城
と
同
様
に
倉
庫
群
を
主
体
と
し
て
存
続

し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
（1
（

。
八
世
紀
前
半
に
は
規
格
化
さ
れ
た
倉
庫
の
造
営
が
見

ら
れ
な
い
も
の
の
、
九
世
紀
に
な
っ
て
定
型
的
な
規
模
の
倉
庫
が
多
数
造
営
さ
れ
、

新
た
な
倉
庫
群
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
鞠
智
城
か
ら
は
、
荷
札
木
簡
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
（1
（

。

〔
米
〕

「
＞
秦
人
忍
□
五
斗
」

一
三
四
×
二
六
×
五　

〇
三
二

出
土
し
た
池
の
粘
土
層
に
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
前
半
の
土
師
器
・
須
恵
器
が
包

含
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
の
年
代
も
、
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
前
半
頃
の
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
秦
人
忍
が
米
五
斗
を
納
め
た
際
の
荷
札
木
簡
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
八
世
紀
以
降
、
鞠
智
城
に
は
米
が
恒
常
的
に
納
入
さ
れ
て

い
た
実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
西
海
道
の
大
野
城
、
基
肄
城
、
鞠
智
城
は
い
ず
れ
も
、
倉
庫
群
を

擁
し
、
米
を
備
蓄
す
る
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
九
世
紀

以
降
は
、
倉
庫
群
が
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
災
害
等
の
有
事
に
備
え
た
稲

穀
の
備
蓄
基
地
と
い
う
役
割
が
こ
れ
ら
の
山
城
に
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に

あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
鞠
智
城
に
は
不
動
倉
が
存
在
し
た
こ
と
が
文
献
か
ら
確

か
め
ら
れ
る
し
、
基
肄
城
出
土
の
稲
穀
支
給
の
木
簡
も
、
賑
給
に
際
し
て
の
不
動
倉

か
ら
の
支
出
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

払
田
柵
も
、
西
海
道
の
山
城
に
み
ら
れ
る
こ
う
し
た
機
能
を
帯
び
た
城
柵
で
あ
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
九
世
紀
以
降
に
な
る
と
、

西
海
道
の
山
城
で
は
米
の
備
蓄
の
機
能
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
払
田
柵
も

こ
う
し
た
動
き
と
連
動
し
て
、
米
の
集
積
や
備
蓄
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
現
状
で
は
、
払
田
柵
跡
の
遺
構
か
ら
、
西
海
道
の
古
代
山
城
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
大
規
模
な
倉
庫
群
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
が
今
後
の

課
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
発
掘
調
査
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
い
ま
は
ひ
と
ま
ず
、
文
献
史
料
や
出
土
文
字
資
料
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
仮
説
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
。

お
わ
り
に　

第
七
号
漆
紙
文
書
が
も
た
ら
し
た
課
題

第
七
号
漆
紙
文
書
か
ら
、
払
田
柵
（
雄
勝
城
）
に
お
け
る
国
府
機
能
の
一
部
代
行

と
、
雄
勝
城
を
拠
点
と
し
た
米
の
集
積
・
備
蓄
と
分
配
、
と
い
う
二
点
の
論
点
を
指

摘
し
た
が
、
こ
の
二
点
が
今
後
ど
の
よ
う
な
議
論
の
可
能
性
を
生
む
の
か
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
二
点
ほ
ど
提
示
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
第
一
点
は
、
出
羽
国
に
お
け
る
国
司
の
分
担
統
治
の
背
景
と
し
て
、
出
羽
国

内
に
強
力
な
豪
族
が
存
在
せ
ず
（
（1
（

、
し
た
が
っ
て
郡
の
機
能
が
相
対
的
に
弱
か
っ
た
実

態
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
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ま
で
研
究
者
の
間
で
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
一
般
的
な
国
司
と
郡
司
の
関
係
が
、
必
ず

し
も
全
国
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
二
点
は
、
国
司
に
よ
る
分
担
統
治
や
、
雄
勝
城
に
お
け
る
米
の
集
積
と
い
っ
た

も
の
の
背
景
に
、
リ
ス
ク
分
散
と
い
う
考
え
方
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
可
能
性
で
あ
る
。
と
く
に
九
世
紀
は
、
出
羽
国
で
地
震
や
噴
火
な
ど
、
自
然
災
害

が
続
い
た
時
期
で
も
あ
り
（
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
出
羽
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

が
）、
と
く
に
地
震
に
つ
い
て
い
え
ば
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
地
震
（
（1
（

で
は
秋
田

城
が
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
の
地
震
（
（1
（

で
は
山
形
県
の
庄
内
地
方
に
あ
っ
た
と
さ
れ

る
出
羽
国
府
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
蝦
夷
と
の
戦
闘
の
際
の
兵
粮
米
の
確
保
と

い
う
使
命
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
九
世
紀
に
入
り
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
な
か
で
、
そ

の
リ
ス
ク
か
ら
食
糧
で
あ
る
米
を
守
り
、
安
定
的
な
状
態
で
確
保
し
て
お
く
こ
と

が
、
出
羽
国
内
の
喫
緊
の
政
治
課
題
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
い
っ
た

点
か
ら
、
九
世
紀
以
降
、
払
田
柵
（
雄
勝
城
）
の
出
羽
国
に
お
け
る
重
要
性
も
高

ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
『
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
一
二
集　

払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
年
報 

二
〇
一
七　

払
田
柵
跡 

―
第
一
五
一
次
調
査　

関
連
遺
跡
の
調
査
概
要
―
』 
秋
田
県
教
育
委
員
会
、
秋

田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
、
二
〇
一
八
年
。

（
2
）
『
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
一
六
集　

払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
年
報 

二
〇
一
八　

払
田
柵
跡　

―
第
一
五
二
次
調
査 

関
連
遺
跡
の
調
査
概
要
―
』 

秋
田
県
教
育
委
員
会
、
秋

田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
、
二
〇
一
九
年
。

（
3
）
平
川 

南 

「
秋
田
城
跡
第
七
五
次
調
査
出
土
漆
紙
文
書
」『
秋
田
城
跡 

平
成
一
一
年
度
秋

田
城
跡
調
査
概
報
』
秋
田
市
教
育
委
員
会
・
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
4
）
三
上
喜
孝 

「
古
代
北
方
辺
要
国
の
統
治
シ
ス
テ
ム 

―
い
わ
ゆ
る
「
国
司
分
担
統
治
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
の
覚
書
」
小
口
雅
史
編
『
古
代
国
家
と
北
方
世
界
』
同
成
社
、
二
〇
一
七
年
。

（
5
）
『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
四
八
集　

払
田
柵
Ⅲ 

―
長
森
地
区
―
【
本
編
】』
秋
田

県
教
育
委
員
会
・
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
、
二
〇
〇
九
年
。 

（
6
）
三
上
喜
孝 

「
払
田
柵
跡
第
一
二
二
次
調
査
出
土
の
第
六
号
漆
紙
文
書
」『
払
田
柵
跡 

第

一
二
二
次
～
一
二
四
次
調
査
概
要
』
秋
田
県
教
育
委
員
会
・
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査

註

事
務
所
、
二
〇
〇
四
年
、
同｢

古
代
日
本
の
隣
保
制
度
」『
ヘ
ス
テ
ィ
ア
と
ク
リ
オ
』
四
、

二
〇
〇
六
年
。

（
7
）
『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
八
九
集 

払
田
柵
Ⅱ 

―
区
画
施
設
―
』
秋
田
県
教
育
委

員
会
・
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
、
一
九
九
九
年
。

（
8
）
①
～
⑨
の
木
簡
の
釈
文
は
『
青
森
県
史 

資
料
編 

古
代
２ 

出
土
文
字
資
料
』
青
森
県
、

二
〇
〇
八
年
に
よ
る
。
法
量
記
載
と
型
式
番
号
は
、
木
簡
学
会
の
書
式
に
し
た
が
い
、
長
さ

〈
ミ
リ
〉
×
幅
〈
ミ
リ
〉
×
厚
さ
〈
ミ
リ
〉
と
し
、
欠
損
し
て
い
る
場
合
は
数
字
に
カ
ッ
コ
を
付

し
た
。

（
9
）
『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
八
三
集　

厨
川
谷
地
遺
跡
』 

秋
田
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
五
年
。

（
10
）
赤
司
善
彦 

「
古
代
山
城
の
倉
庫
群
の
形
成
に
つ
い
て 

―
大
野
城
を
中
心
に
―
」『
東
ア
ジ

ア
考
古
学
論
攷
』
二
、
中
国
書
店
、
二
〇
一
四
年
。

（
11
）
倉
住
靖
彦 

「
福
岡
・
大
宰
府
跡
」『
木
簡
研
究
』
九
、
一
九
八
七
年
。

（
12
）
『
大
日
本
古
文
書
』 

二
―
一
五
〇
。

（
13
）
『
続
日
本
紀
』 

天
平
八
年
（
七
三
六
）
正
月
辛
丑
条
。

（
14
）
松
川
博
一 

「
律
令
制
下
の
大
宰
府
と
古
代
山
城
」『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
四
三
、

二
〇
一
八
年
。

（
15
）
赤
司
善
彦 

「
鞠
智
城
建
物
景
観
の
推
移
」『
海
と
山
と
里
の
考
古
学
』
山
崎
純
男
博
士
古
稀

記
念
論
集
編
集
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
。

（
16
）
西
住
欣
一
郎 

「
熊
本
・
鞠
智
城
跡
」『
木
簡
研
究
』
一
九
、
一
九
九
七
年
、
平
川
南
「
朝
鮮

式
山
城
出
土
木
簡 

―
熊
本
県
菊
鹿
町
鞠
智
城
跡
」『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
。

（
17
）
村
上 

彰 

「
出
土
木
簡
よ
り
見
た
古
代
出
羽
国
の
豪
族
」『
山
形
大
学
史
学
論
集
』

一
七
、一
九
九
七
年
。

（
18
）
『
類
聚
国
史
』 

巻
一
七
一
、
天
長
七
（
八
三
〇
）
年
正
月
癸
卯
条

（
19
）
『
日
本
三
代
実
録
』 

仁
和
三
年
（
八
八
七
）
五
月
二
〇
日
条

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
七
月
二
七
日
審
査
終
了
）


